
ストップ・リニア！訴訟控訴審 

第７回口頭弁論～東京高裁 
期日：１０月３０日（木） 
時間： 午後１時３０分～ 

（東京高裁１０１号法廷） 
集合： １２時４５分  

     (東京地方裁判所前) 
 深刻化する岐阜県大湫町の水枯れと地盤沈下 
岐阜県瑞浪市大湫

おおくて

町
まち

ではトンネル内に湧水が流出し、ため池や井戸の水枯れが多発し地盤

沈下も最大１０センチに及びました。ＪＲ東海が地盤凝固剤を投入する事態が進行していま

しが、トンネルへの地下水流出を防止する対策をＪＲ東海は放棄しています。リニアによる

地方の創生どころか、地域生活の消滅にもつながります。 

要対策土を含むリニア残土処分は自然を壊し河川を汚染する恐れ 

リニア残土の処分先は７割が未定です。長野県では水源地に要対策土を埋めようとする無

謀な計画が進んでいます。また、静岡県の大井川河川敷では要対策土の盛土が計画されてい

ます。これらが実行されると、豪雨による洪水や土砂崩れなどの危険が予想されます。 

ＪＲ東海のずさんな環境影響評価と安易な国の事業認可を認めるわけにはいきません。私た

ちが主張している今後起こるであろう事態に対し、ＪＲ東海は対策を講ずるべきです。ＪＲ

東海のずさんな工事申請を安易に認可した国交大臣の責任は重大です。 

＜１０月３０日予定＞     

 

合せ：０９０－３９１０  

１２：４５ 東京地裁前集会 

１３：３０ 開廷(東京高裁１０１号法廷) 

１５：３０ 報告集会 

会場：衆議院第一議員会館第２会議室 

１４時３０分から 入館証を配布します 

裁判報告（弁護団他）リニア訴訟の現状と 

     最高裁の中間判決上告棄却 

「アメリカはなぜリニアを中止したのか」   

講師：樫田秀樹氏 

（フリージャーナリスト） 

      

④ 

     ④相模原市の県道建設 

（１５時から議員会館入り口で入館証配布） 

 自然破壊の事態～沿線からの報告   

 

ストップ・リニア！訴訟原告団事務局  

問合せ ０８０-６５４５－８７８４ 橋本 
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新戸採石場跡にリニア残土を山盛りに 


